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コメント 

 本研究は、昆虫を使った“新奇性”のあるものである。ゾ

ンビ化した生物から学んで、制御原理をシンプルにするため

の新たなアプローチで、学術的な新規性・独創性は申し分な

い。既に、生物のゾンビ化については先行研究がなされてお

り、特に、このように歩行の原理等をシステム論的に構築す

る方法は世界的に見ても類がない。 
新規のモデル構築、制御理論等が構築できるかが懸念され

たが、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断した。 
 

 
  


